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安全・安心の医療提供体制の確保を図るため看護職員の勤務環境改善を求める意見書 

 

医療現場は慢性的な人手不足のため，長時間・過密労働を余儀なくされており，働き続ける

のが困難な状況にあります。 

厚生労働省が昨年実施した調査によると，病院勤務の看護師においては，勤務終了から次の

勤務開始までの時間間隔（インターバル）は，３交替制で平均９時間，２交替制で平均11.7時

間となっており，疲労回復と安全確保に必要な休息時間の確保が必要です。 

公益社団法人日本看護協会が実施した「2016年病院看護実態調査」では，毎年１割以上の看

護職員が離職するなど，人材確保も大変な状況となっています。また，医療現場の長時間夜勤

勤務は，当事者への健康リスクをもたらすだけでなく，注意力や集中力の低下による患者への

医療事故のリスクにつながりかねず，地域における安全・安心の医療提供体制の維持に大きな

懸念を生じさせる問題です。 

よって，福岡市議会は，国会及び政府が，安全・安心の医療提供体制の確保を図るため，国

における制度の改善や診療報酬上の要件の充実などの対策を進め，看護職員の抜本的な勤務環

境の改善を行われるよう強く要請します。 

以上，地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

平成 年 月 日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣，厚生労働大臣 宛て 

議 長 名 

 


